
会場

中研修室
札幌市男女共同参画センター
4階

参加費

無料
定員

25各回 名
※先着順

「『決断 運命を変えた3.11母子避難』上映会
～暮らしを守るための市民活動という選択～」

【お問い合わせ】
     札幌市市民活動サポートセンター／札幌エルプラザ情報センター
　　（指定管理者：公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会）
     電話：（011）728-5888／728-1223
     MAIL：shimin-1@shimin.sl-plaza.jp／jyohocenter@danjyo.sl-plaza.jp

①10:00-12:30
②14:00-16:30(火)20

25.128.
お申し込み
ホームページお申込フォーム
または窓口、お電話にて。

札幌市市民活動サポートセンター／札幌エルプラザ情報センター連携事業

映画上映後、出演者鈴木哉美氏による講演あり

何気ない平和な時間は、あるとき突然止まった。
2011年3月11日、東日本大震災　福島原発事故の発生。
3.11により人生最大の「決断」を迫られたある家族たちの物語。

監督：安孫子 亘 氏

「国境なきドキュメンタリー国際映画祭」受賞作品

　カタルワ3.11主宰、「避難の権利」を求める全国避難者の会役員
神奈川県出身。大卒後都内外資系企業情報システム担当。夫のＵターン転勤で1994年福島
県郡山市へ。出産後、専門学校等講師を11年勤め、2011年原発事故で北海道東川町へ母
子自主避難。
　カタルワ（311からまなぶ会）を立ち上げ市民活動の傍ら、町の図書館づくり等に関わ
る。2019年東川町議会議員当選。1期4年で退任し札幌市で次男と同居。

講演：鈴木　哉美　氏


